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MgO のバンドギャップを低減させる効果のある Ti を MgO にドープした Mg1-xTixO をトンネルバリアとした
TMR素子を作製し、その磁気抵抗値、素子抵抗 RA とそれらの構造を評価した。その結果、Mg1-ｘTixOバ
リアは 20 Ωµm2以下の RA値でMgO基の TMR素子よりも高い TMR値を発現することを見出した。また、
これらの素子の構造を収差補正走査型電子顕微鏡により詳細に観察することにより、MTO が低 RA 領域
でより高い TMR値を発現するメカニズムを検討した。  











  平成 28年 8月 22日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
